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:Nt,tcs on the genus Anthaxia Eschschultz,,1829
、 from Japan (Coleoptem, Buprestidae)

By Yoshihiko Kurosawa
,  ・  Anthaxa屬は姫吉 r鐵亜科 (Bupr Omao)  中では比較的小型の極類のみを含み
歐1能大陸より北米大陸にかけて無慮300以上の種を産し, その一- 部は熱帶アフリ

カ, 商米,及び馬來,・. スマトラ, ボルネォ等の東洋熱帶地方にまで連して居る. 然
し現在の日本は歐・Ill大陸の束端を占めて居るにも拘らす-比較的極類少く, 僅かに3
極類 ( 中 l 極は4、'己S条)  を産するに過き 'ない.  而も  之等3  種の中比較的一般に知ら
れて届るのは唯 l fifiのみであるので, 以下にその檢索表を据11て各種の 區別を示

し, 併せて補足的に記故を附加へることにした.
一

日本・-  Anthaxi a屬の検索表
]・ - t選は幅廣く著しくf?平, 一様に黑銅色, 理輸は,一面- -・機に張く小地株?状をなし全く總結光
揮を く ; 腹部側1除は完全に理輔に依b?はれ背面より認むるを得ず

quadr ifoveolata SoIsky
一随はむし ろ細型.' 著し く n f平ならず,  一面 規則に徴細なる小・的状をなし多 0共 統

:   澤を有す; lit部側繰は多少共地 より外側方へ総'出し背面より認むるを得一一・一ー一・・ 2
2・ 一前的背板はむしろ 平,-中央に不明 なる維It?iを装ひ, 各後 角附近に不u)i確なる・1 階四

を夫々 装ふ, 且つ優ll @は赤,  綠,  i -、 J-  プ色,  時に鮮青色に彩らる;  理總側株は理 近く

rubl'omarginata Mi、、,a et Chiijt-)
一前脚.背板はl・tiかに中高, 中央に1細l?? を缺さ各後株角附近の陷凹も著し く不明瞭, 且つIR!l
法部は前 の如き色彩にて線取らるることなL・ 1題識側 は全く鋸題状を呈せず…:・・ 3

3・ 一盤背面は明るきォリープ機線色乃重晴・フl- リーフ様織色. 頭部は常に明るき綠色 一.………



2

- f置背面は暗オリーブ標青銅色71 電暗黑銅色・ 頭部t t 常に暗色

PrOtetlS Saunders var.  matsumurae M、、・a et  Chiijo
Cenus flnthaxia EscIlsclholtz, 1829 ・

-

、

Rnthaxia Eschscl、oItr., Zool. Atlas, I, p9 (1829)
C!'atomerus :Solief, Ann.Soc. lint. France, Iser., I「, pp, 」~2,. pl. 1、 (1S33).
・ f inthaxia quadrlfoveolata Solsky, 1871 クロヒメヒラタ ' マムシ (新 ) -

(Fig.1)
a nth ax ia quadri foveolata Solsky, 1-ferae Soc. l'ht. Rclss., VI「, p 359 (1871)
此の屬としで11稍々 大型で1將長6.5 mm内外, proteus を見1?川れた限にはと' うし,
ても同 と思、-ない位特異な種である力、その概要に就いては附圖を參照さオl たい.
背面は一様に黑銅色一e幾分光澤,あり, 稀に幽かながら 色を帶びることもぁる.
下は帶青又は帶.ｳ・' ｮ青鋼色 , 稀に銅色を帶びるこﾆ  ｪある.  l度は ・線青鋼色整
味を帶びて居る. 頭部は多少灰禍色の与s-i毛を装って居るが稀に自色又はfill.色の 毛

- _

を装ふものがあり之:ll-、,,,. attavistica Obenber9er と云ふ. 私は北海適産の標本の中
に は見出した事がないが朝無産のl  頭を検して居るし 0be】 'her9e rは北樺ﾘ ' から L
して属る. アムール, ウッスリ・一 地方には原種

に混つて廣く分布するものらしぃ. 兩限間は雄
は幽かに中高, 此mはむしろ 下される力'兩性共
頭相の_lし:方が不明職ではある:が維に 下されて

居る. 觸角は雄より雌の方が長く , 第5節より
鋸1生ヨ;t1をなす. 第2 節は球7ﾉ近く,  第3  節は
第2 節の約l 5倍, 第4 節は第3節より11'flかに短
いが第2 節よりは明かに長い. 前11的背tf x及び ;翅
群iは附圖に依って大略を知ることが出來ると思
が, 前a ﾊ背板の前線角は背面力、ら見るとか
なり実出して届るが, 側面から見ると前9f ﾂｬ
板との境が明確でない. 學名の由來である背版
中央に横に並ぶ4 個の国形陷四は個編,こ依り一
様でなく半lJ然と 4 個あるもの, 中央の2 個のみ

明かなもの, 又ば 、ど全部不明瞭なものまであ

る が完全に消失したものはまだ見た事がない.
軸側.線は僅かに反_t_するが組對に 蘭状を一ll
しない. 體下は粗にfl;ミ.色の短毛を散布する. 前

Fi g.1. 、

Rnthaxia quadrifoveolata
l'、01S]ly

t eus Sa1lnders



胸 板突超はむしろ扁平, ムツポシタマムシ屬の夫に似て居り, 前基節高に依り
0_られ先端は く歯状に突出する. 腹部末節先端は圓く性的差異はない. 後度階節
部1 節は第2 lilfiの約2 倍あり, 次の3 節の長さを合した ものと等長である.
分布:  日本 (北海道)  (新記録) , 樺太, 朝解 (新記録) , 東部、シ,ベリァ.
樺太からは既に三輪勇四郎 士及び中條道夫氏に依って Chrysobothris ( ! )

quadrifo'veolata Solsky  の名の下に報 されて居るが北海道及び朝鮮からの記録は

之力、最初である. 然し本極がChrysobothris屬のものでない事は前波腿節や複限の
構造に依っても明かである.   '
北海道では山fii・地方に産するがその個體數は り多ｵ  、  ものではなぃらしぃ.  私は
定山溪及び大951山居雲峡産の各若干頭を検したが兩地産の個・置量間にかなりの相異の
見出されるのは興味深い事である. / ・

本種の近似極は歐洲中北部からシベリアを經て北米大平洋岸にかけてかなりの種
類力記,ll定 されて居り, 識中、イカル湖を中心とした附近に最もその種類が多い. 本準
太にも来だ記?1kはないがF、.  ussuriensis Obenberger . と;云ふ種類を産する.

_ 月nthaxia rubromarginata Miwa et Chiijo,19
フチトリヒメヒラタタマムシ.(新稱) '

-

anthaxia proteus Salmders var. rubromarginata M iwa , Chlli jo, l:nt. World,
II I; p 276,pl., fig 7 (1935)

Anthaxia proteus ,SMnders var. viridomarginata Miwa・t (hii1o,1. c., p276, pI.
fig :5 (1935、. (syn nov ) 、

. Rn thaxia pl'imorjensis (、ben1lerger, Sbornil(.Nar. Mus. 'Pft7.e, ZooI., (B), I, pp 206
~207 (1013S) (syn nov )
本種は既に一輪t電 士及び:中條氏の原記l成に美麗な彩色 が附せられてあるの で詳

しい記1成は省く力、, 通1事ll側機が翅端に近く微細ではあるが明瞭に 商 を基 す る

事, 前11p1  i f板の縦講及び側機が 取られる等の檢索表に 舉 け・, t特徴の外に腹板側
が紅色を

.
する等の認 に於いて明瞭:に p.-oteus から區別出來る. 本種は最初

Proteus の變t重として記'械されたものであるが上記の如く明かに別観'である.
同じく proteus の變 とされた var. viridomarginata も明かに本極であるが,
その個體變異の一:つと見て差支へなく , .敢て區別する必要はないものと恩ふ. 又ア.
ムー ル地方から記重t' された nthaxia primorjensis 01 1berger, l9 も原記較に依

る限り明かに本極の異名である.
-

,

本種.の分布に就いては原産地の北海道札幌附近と上記アムー ,.レ地方が知られて 居
るが, 本州でも稀ll、はあるが廣く分布するらしく, 私は山形市 山.で雄1頭を採集
し, 伊賀正汎氏は大阪府妙見山産の1 頭を檢されたと云.i:. 又朝af,にも分布し私は
患清北道清州 ・の 1頭を検し得た. '
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一
-

、
-

Rntha?Ia proteus '一、der:?,1873 ミ ド リ t,. メ tニラタタ シ('ヒメクロタマムシ)
、

-

Rnthaxia proteus saunders, J cum. Linn. Soc. Zm1., London, X「, p 511 (1873) .

Rnthaxja proteus Sat、nders var. minuta Miwa etChiijo,Fint. V、'orld, I II, p 275,
- pl , fig. 1 ( ]93)) '

/

各種の圖盤顯にも同言[  され 日本では北は北海道から南は九・用の南端に至るまで

分布しその価繼数も少くなく, 又花に來ると云.i、日本産の吉「識としては特殊な性
質に依り採集は_日較的' t易で る等の爲最も廣く一般に知られて居る種類である
國外では朝鮮, 一x一那等に分布する. 然し朝解では極め一で酷似し 近似種A, PSittaCina '  .
Hoyden と混在しそのlin;別もなかなか容易でない.  叉一 ｔ ・蜩㍽Yの極類も本種に極 ・

めて酷似しては居るがtJしろ台灣C-・の aeneocuprea ] i Cr「em: lnS に近似した全 .
く の別種である .
本種の寄主補物に就いては多分積操の類であ ら と想像して 居た力-、日高義n二氏の -

御話しに依れば全く意外 にも松類を_害すると云.1 .  もっとも外國では他の多くの同
3の極が松4;l'蘭に力n書すること力、知られては居るが日本では来だ.此様な記難がな
し.. 前記 . quadrifoveolata やはり北海適に於いてェゾマツの類に加害するも
のらしい. '

本極は此のfv iの極類の常とじて變異の多い種で って2 變種が記,成され. て居
が, 私は下記1愛極のみ1: うやら區別出來るが他の l つVar. minuta. 一、Ii、、a & Chujo
ll 雄の個體變異の中に含まれ區別する要はないものと思・ふ . ,・

nthaxia proteus aunlllo1i, l873 、-a r matsumurae Mi、Va ct Chu.1(-),  l935
. Anthaxja proteus Satin(tors nr matsumurae Miwa et Chuj(-), 」int- World, [「「,
、p 275, pl., fig. ]2 (1935)
上描の検素表に示し た特徴に依t)原型から區別出來る. f通背面の色は時に中間型
を以◆ 連素.ftするが顔面の色・だけは常にn'・色を し Etと中ド ・型がない . やはり北海
から-1L州にかけて産する力、私の検し-tこものは何れも のみで雄がない.  ところが原

型は大部分雄ばかりで此fEは極めて稀である. 然し雌は全部此の◆型ば力、 り.であるかと '
.

:云.,i とそうでもなく極めて稀ながら?国 線一色を1最 した雌も見出されるのでやは り
此の變極を區別した方が妥當であると思.ふ. 一 一

1 m本極は Obeltbergcr に依れば nthaxia屬の中のmundula グループに入ると
云ふ. 此のグループに1ま;i-i-る種類はヒマラヤを中心として西はシリヤからハルカン
更に北ア.フリカに及び東は文那, 台灣, 朝解,  日本から経か太平洋を越して北米の
カリ. ワオル= アからペンシルヴアーアr:かけて地球を帶 に取卷いて分布する. ウ

.バ・タマ ム k?j (chalcopt、oia) やアラタマムシ屬 (Euryth?rea) もほt f之と似た分
布 態を示し一( 居り, 吉T 科中に之と'相似た分布を示すグループの多いのは注目
に價しやう . ・

.

、

「
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日本産ヒク二、ナガコバネカ i キリ. 屬に就いて

林 匡 夫 ・

On t「Ie genus Molorchus Mulsant from Japan
(Coleoptem, Cerambycidae) By asao Hayashi -

ヒ ナガコ、ネカミキリ屬Molorchusは天牛亜科Cerambycinae, Mo1orchuli族申の
-,屬で, 小2f;1!の極で占められ, その發生は比較的早期であるため, 從來あまり注
をひ. ? にコii らす- , . 我國からは四極が夫々 断)t的に記 されて來たに過き'ない. 筆:者
はかねて本屬,に注意し研究を進めつつあつたが, 最近に至り從來全く- 記録を見な、・f,, '
- f重及び誤った名の下に取扱はれ.て來たも 一種 を検出し, ,_Ei多くの分布上の新事
n二をも知り得たの ', 以下に一應記較報告することとした.
本?f;の分類に當り特に意を用10、・た點は, 前a? 自體及び背板上の隆起 (癌起) 又は
光 部 びに點刻の形 , 1題i導a(J)形;l大-, 觸角の長さ等で色斑は變化の多いことを認-・
めたので, 二次的に取扱った. '

本稿を革するに際し日頃組大なる御援助を賜''3・て: bる戸 信義. 大林一夫の兩氏

競び に貴重な標本多數を提供, 筆者の研究を援助された伊賀正汎. 江田茂. 松田

毅の三氏に深謝する.
.

1

1.  新 種 の 記 繊

Molorch,,」s (Liflomius) laponicus sp.nov.  ヤマトヒ ナガコバネカ ミキリ

(新稱) (Pl. I, Fig.1) ,
-

.

體は細小,  赤i特色, 觸角, 口器及び脚は'i tff・i色を_ する. 頭部は短く , 顔面は稍

々 :色を帶び鈍い光 力、あり, 大點刻を装 , 複限間に極めて細い一縦游を具へ

る . 角?1jは械of)て小さい力、判然として居り, jf」は細く糸?大で稍長く, 節中央

を越え三節以下全節に長毛を生一3'・る. 柄節は太く, 第三節は第四節よ り僅かに長、
第. 節と1略 ,;・等長, 第fl乃至八節は湖次短く, 第1L節は第八iniより明かに短く第-l-
節と んど等長である力、, -一端第一l ・二節は第-l -節より僅かに長い. 前胸は 巾よ り長/
く , 前・ 後方に僅かに まり後1除前方で巾廣く總られ, その前方で最も巾廣く , 兩

側に小 を具へ . 背面は頭部同様の大點?aを密布し, 爲に?,んど網 目7? を

し, 中央後方に光標を有する小縱隆一個を具、-, 各點刻は夫・'e・ 自色J)長毛を伴ふ.
小橋板は国陷し, 小さく略々 三 jf?形を果 し, 11:?小點刻を装 nil色の微毛を生-i二 る.
輸は属部の隆 のあまり發達しない長商状を呈し, 兩側は略々 平行, 前11110 より僅

〔足患學評論, Vol . I, No;1 ,1948〕
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力、 に短く且前l向幅の二倍の長さ, -又各 は夫?:・ 基部の巾の二倍以上の長 さ を 有
し, 先端i::.向 性かに狭まり, 先端は丸く, 稍々 不規則な數條の小點刻列を有す
る. 基部及び中央より後部は一光澤ある帶赤'理概色を呈し, 殘餘の中央部より前方に
は概帶 に巾廣く‘半透明の淡-iii色を_.-i'する. 體下面は暗赤;關色,, 特に?も部下面は暗
色を帶び, 光深を有し全面に淡色の微毛を生-す' る. 明]は淡' ｩ:色の長毛を生じ,  腿節
は端部で明かにE影オ1, 、]11節及始部は腿節より1建t色である. -

長 ; 5. 2 mm. 幅 ; l nm.
● Holotype; 1 Female pecimen, Kyuulji. Kiyotakimur.i, Miehimagun, Osak、fu (大
阪府三島那湖重付久安寺). Jav ,d, 'JO, ( l l. M. I 1.

,
、

本種は近似のM. (L. ) ishiharai Ohbayashi と前胸背の構進, 背板上のｮ ,起.  點一刻
の形ﾎ大等によつ 'て  明らかに區別出來る

'

I「・ 所謂ヒメコパ,i、カミキリの學名に就いて
先年玉1題光・一. 大石自一俊兩氏 ( '37)  が九州北部より, 從來ヨーロッパ, コーカサスより知

られてゐたM. (L ) umbellata - m(Schreber)を日本未記鎌種として日示記線され,  ヒメコ

パネカミキリと新稱し興味ある隔離分布の事實として報告された極の學名に就いて論ずる.
この學名を有する翻がはたして分布するや否やの點に水 野武夫氏 ( '40) は否定的疑間を持

ち, その目 に分布の疑しい極として一應極名を留められ, 次いで松下 辛薄 i ( '43.) は該翻

は全くのM. .ishiharai Ohbayas、hiのsynonym'cあって, のM. (L. ) umbellata - mとは異
ると斷定きれたが, その理由に就いては何等識明者加へられなかった・ 併し一應これでこの間

題に就いては解決をしたかに見えた. t後, 開公一氏('46)はその目細こ於てM. ishiiharai
の分布に九州を追加して, M. umbell ataIum を全く除かれ, 又松国 毅氏 C'461 は小倉市

顧智山の天牛目無中にM. ishiharai を説鑑されたのは, いずれも前述松下1專二fの所論を疑
なく容認し, この疑間ﾒ重を單に ishi hara iそのものと認めたものか,  或ひは良の iShihara
と混じて考へて居ら れるものと解せられる・ 筆者はヨi貢 ' 大石兩氏の記 は記戦を1字つて居

ないがPff圖を検討し、t二結果次の點でこの極に就いて疑間を持つに至った・ 即ち?の M・ (L )
umbeliatarumは觸角 は兩性共十一節で雄では腿より明らかに長く, 雌でも體より僅か長く

未端節には附 物を有しないのにもかかはらず, 圖示された種の觸角は明らかに・ f一=師を有
し,.且確長より明かに短く別種と認める他なし 、ので,  この點に就て玉貢氏にぉ等 した1遍職
時中の郵使不者か何かの理由で遼に御返11Sに接せず終った・ 附圖は:置l家の不注意によ り往々

にして觸角管11を一節多くしたり '? くしたりする事實があるが, 觸角の長さの確長、、一對す1:,割
合tこ就いてはその課が」い様に患ふ. 筆者はこの附固は一應著者が M. ( L ) umbeIlatarum
と同定きれ?こ?であ'?ことを前提として觸角節を課りと見なしたが眞にこの圖の通りの種が
存在し11これが を圖示したものとすればそれは Linomius亜日のものでなくMolorchuS

,

・

. .
0

(S・ Str.1 に合まれるが, fl生であれば一新亜属を創設せオ ・ﾎならなくなる程の特 ・c。あるし, -
應附圖' (' は ': れ以.上実込んだ検討が不可能のため北 lull、陸の Motel chus 標本を21,i'人話
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1 M0lorchus(Ljnomjus) japonicus Hayashi ヤマトヒグナカ' コパネカミキ'J(新構)
2. Molorchus(Ljnomjus) kojimai(Matsushira) コジマヒグナカ' コバオ、カミキ、J(改 )

3 M0lorchus(Ljnomjus) ishiharai Ohbay Ihi力ヘデヒグナカ'  コパオ、カミキ1
4 M0lorchus (Ljnomjus) takeuchii OhbayaShi ウチヒゲナカ コバネカミキ

5. Nothorhjna mur jcata Iman プカヒラ カ ミ キ 1J

6. p atrachys hederae SaunderSミスジケシ マム シ



. 要の好意に よ り相営数集め, 検した處, M takeuchii及右に類似するが甚だ細型の一種を檢
出することが出來た・ この後者は北九州一帶に容相営發生するものの様で觸角は雄では題長、
よりf?かに長、く l準では'f最長より'?し短く , 玉買'大石兩氏の記館圖示種を想像せしめ得るもの
であったので力を得て該営する舉名の探 を行つ たが全く無く一時新しい名解を附興すべき

'      かと考へたが更に近操 中に類似の翻を求めた處, 松下f9士 ( '30) が横演本牧より一雌をn・
てヨ己般公表された●j iania kojimaiの記載に完全に一致す ことを知つた. E kojimai

, は大林一一夫氏 ( '42) がM takeucl1iiのSynonyn● であるときれた以 に本種に就いての・

認 を缺き, 筆者はE kojimaiは takeucbiiではないが, Molorcllus のもので, この疑

間種! に常るものとの疑念を持って, 松- ト f9士にその點数示 を願ったが, 逝去の前であって詳11因
な回答に接することが出來ず, 唯MolorchuS属ではなく EP.ania に入るもの と信ずる旨

の御返事を項いたに留つた. 併し本種の1fiの構造特に前胸背板の形 lま全く .EPaniaよりも
・  、Motel・chus特に亞属Linomius に含めるのが最も適営と考へられ る1最lの 'a,lf der Schei1'e

- - - drej glat te l rhohbungen vorhanden'' (E. Koj imai 原記 より引用 ) を一呈して居

ので, 4-極を生かして( takeuchii との相進は_後出検索表器照) , MoIorchus(Linomius)
に合め, この北九州産の疑間種に對する適営な學名 としたいと考へるに至った・ が最近優

国氏より送附を受けた本属標本にM. (L ) kojimai (M'tsnshita) に混じ, のiShiha「alを發
見したので, 確實に ishiharaiが九州にも分布することが列明した・ その考一、から前の附翻
特に前関の構造を演するとこ:t1は ishiharaiの を圖示した ものではないかと考へ得る點

もあり, 左様な躍點よりすれ, ば從來の業版をあまり混亂させずにこの問題を完全に解決し得

るので, ここでは一應玉重・大石兩氏・の記録されたifiは松 l、 鮪mの i新定の如く iSnihara iの
R難であって, 既角の點は附圖の誤である-こと, 開 '松国兩氏の記 は 'l) く と も正しい もので

ある、一 とを認めて置き目.更にM. (L ) kojimai (Matsushita) が九州に分布することを配録

することとする. 次に九州産のkojimaiの標本にi ・ ｢て記して置く・  (l、l・  「,  Fig・ 2
小倉市爾智山 (1 , Jun 29, '46 ; 1 , May 4, '47松国氏採) ; (19 , 1、lay2C'39,天野昌次氏

、 採) 大分願組母山 a3 Jul.26'40, T. Mat・l1moto氏採) 鹿見島(2 fix'., Jun.12'・11) -

償r本 の和名はコ・・ マコバネカミキ、Jとされてa::, るが本屬の種に移された爲他にならひコ

・9マヒ グナカ' コパネカ ミキリ と改部して置 く .
_

1

m. 本屬の亜脇及び藍の強素表

1・ 11tl ll民は大a思基部より離れて位置する. 觸角は は十=前, 禮より選に長く, は十一師, 組
' 長に略々等しい. 第三師は柄節よリ だ長い. 頭部は, 明かに長く日.兩側平行の部,:?板を有
し, 要flはll里眼前方に於て丸く發達する  (S. G. Molorchus s. str.、體l?黑色, f it輔・觸角及
び脚は 褐 至黑褐色, 前脚は長く中央は太く後強は前綠より換められ, 正中部に小瘤起

及其の兩側方に長い各一個 の維隆があ、i i買部は光 を有する・ 地 は短い構形で後方に向

ひ1?められ遇端は丸く, '置面上中央稍々 後方に斜行する淡黄半透明の降起被を有する. . 體 .
長: 6 -19mm. Furope, Siberia, 「mnscaucasia, Caucasia, Manch11ridj-Saghalion, Cerea,
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2 複眼は大n思基部に近 く 位 する. 觸角は兩性と も・ i一一節, 第三師は柄 と等長か又は短い

頭部は, 非1整'に短い額: 荢ﾂと種眼前方で画 を品する頼骨を有・す'る (‘・、. (1. Linomius
Mtl1 It )

M. (s. str )mine「 (Linne) シラホシヒゲナ ' コパネカ ミキ1J
Japan ( ]101、1 aide, 1 「onsyu) ………………………一 - - …一 …一 …一 - - - - - . .。

3・ 前胸背板の期1刻は極めて大きく R密布きれ, 爲に んど細目状を lす る. 地輔は長舌 で

前胸よりf Bかに短く,  前脚背幅の 特, 各地,的は夫々基部の二二倍以上の長きを有し先端に
向ひ漸次i?まり, 先端は丸い・ 體は細小, ・ll、報l色, 口器'??角はlit色, 陵はより淡色. 雌の觸角
は腹部中央を越え1:,・ 第三節は柄節と んど等長, 前的は巾より長く, 背板中央?ii々後方に
光 ある小総降:一個を具へ る・ 理, 部の降起は明かでなく, ?' 不々規則な の點刻列

を有し, 基部及中央よiJ後方は光 ある帶赤黑褐色を呈し, 餘は廣い 帶 に半通lull淡
一色を呈す . 體長 5.2 mm. Japan ( l 「0nsyu)

M. 、 L) japonicus lIayashi ヤマトヒク'ナカ' コパネカミキリ (新稱)
4・ 前的背板の點刻は比較的大きいが不規則.R稍'々 . ・ zせられ ,細目状を呈しない一…一  「
5- 前1狗は比較的細も小點刻を密にf量. く 装ひ, i f板上には正中部に長い一 個の小維隆及びc・
の兩側より前方にif曲し前線後方で互に結合する陸起を有する. 題は細長:, 光 ある果:集
色, 頭部前 は濃色・ 觸角第三節は第一節より做かに短い. 地糊は前的よりl‘ ｫかに長く各地
細 ll夫々の 部の巾の-二倍の長さを有し, 府部は稍 發々達し, 中央部に半透1'fl淡 自色の

基部側に波 にr .11 出する 巾廣い横帶を有する. 體:長・ 5 -6mm. Japan ( l ionsy11 , 1くyusyu)
M. ( L. ) ishiharai Ohbayashi -1lへデヒゲナ力' コハネカミキリ

6- 前.的は比較的「-1]廣く, 中央1しく後方に画ffl形の側方小突起を有する. 全面に比較的大き
い點刻を密布する

7・ 前胸は側方に丸く Ee  出する.  背板上には前線中央-  その 't、し後方の兩側及び正中部 'J  し後
方の四點に夫々光f準あo平滑部を有する.  理觀「は前的より做かに長く, ?部陸超のよ く發
達した心 形を呈し, 後方に張く・ i pまる.  各地輔は基部 rtf  の =倍の長さに達しない.  f置は比
的「P魔- く黑褐色, 頭部・前胸は黑 ( , 地事aは小點刻を散布し, 内側は淡1 Y褐色,  外線及 端

は額l色で光澤を有し, 脚は・ifji \ j色.  腿長 :6.6-9m Japa'n (Honsyl1 ? Kyu l, I ochoo)
M. ( L ) takeuchii Ohbayashi .タ ウチ ヒケ' ナカ' コパネカミキ1lJ

8・ 前的は比破的細( , 側方に顧( 丸く服?れない. :i、i板上には前繰後方中央との間の兩側及び
正中部?1、々 後方に三個の光1舉ある平?t部を有する- 理 は明かに前駒より長 ' , iii部の發
達は鈍く, 兩側は略々 平行で先端前でiрら゚れる長舌状を呈する.  各地輔は基部巾の =倍
の長 さを有する・ は細 ( 照色, 觸角ほ黑機色, 通 は内側淡,.?.色を呈する部分を除き暗褐

,
色,1陵は11,1'aおのa,t部暗色を呈する以外赤 色である. 體長 :7-8mm前後. Japan ( Iionsy11,
1(yuyu) - - M (L・) koj imai (M、'tsushita) コ・Wマヒゲナ力'  コバネカミキリ (改稱 ・

IV. 新分.布 其他
1. Molorchus (Linomius) ishih1ilrai Ohbay出shi カヘデヒ ナガコパネガミキ リ



11 へデノコパネハナカ ミキリ ) (Pl. 「, Fig 3)
Ohl,ayashi, T ans. Kansai Ent. Soc., 7, p.12,pl. I f, fig 2, (1936)
M. (Linomius) umbeIIatarum, Tamanuki et Oislti, Mushi, [X(2) ,p.m,f.1, (1937)
M. (SinoIus) ishiharai Mitono, Cat aoI. Japan., 94,8, Ceramb., p , (1940);Seki, (jat.

1 -1gic. New Joparl, p41, (1916、)
1

本酸前11 ﾘ一1-f  01111・起は一見不明瞭で且fl爲 によ り發達の程度に差があるが, 明らか
に存在して居り来だ全く之を缺いた個體 検しない. 最もよく發連したものでは正
中部に存する一縦隆の兩側のものは前方では前線後方で互 に結合し. 後方では外

方に'時曲して, 後 隘;l蝠泊､系K にit 進 し更に側方に迄のび ・  故に本睡は前1的背
にre・liefを缺く點でifiられたS. (1. Sine!us Mulsalitには入ら-1:, やぼり Linomiusに
合まれるものである.   目下我國に産することの判明したもので S'nolus に入るべ
きものはない. 色彩及 ﾕ一紋には 化があり暗色を帶びる個體で , 中央の

半透明淡iff自色帶力一縮小して一見M. (L・ ) koiimai の如き となる傾向が見られ

る. 腿節の肥大度はM (L. ) takeudlii より弱く , M. (L ) koiima1 より少しく?最
い. 最近江田茂氏よりイ自 大山産 (16, 1 9. Tut 25'37) 松国 毅氏より小倉市n-l
智山産 (466, Apr,28'46) (11;19, M'y 4'47) の本種を検することが出來た. 何
れも新しい分布地である.  本種に就いては原著者であ.る大林一夫氏よ り、Ootype を
萍イ,'fして研究するを得た. 體の構造より検討するのに本i重はョー ロツパ.  コーカサ

スに分布するM. (L. ) umbel[atarum Schroberに最も近系ﾉ-の觀で或 は該種の被

東又は日本に於て 化したものが本顧となったものではないかと考、、る.
2. Mo1orch,」s (Linomius) takeuchli Ohba、'a'1ti  タケ チ ヒ ナガコ 、ネカ ミキ

リ  (タケウチモモプトコパネカミキリ) (Pi T, Fi9.4)
()1山ayashi, Nippon no Kotyu, 「(1), p 6, (1937) :Kamiya-・e:; 01、flava・hi, ditto、, p 43, fiig 5,

(1937) : 'Kamiva, Al it?u, T (3 ), p 97, (1939) : ebb:y:aihi, Ins. W,r1(1, Gif t, 46(537), p.15,
(1942) : Sol?i, Tn . World (:;iftl,48 (562), p.12, (1944).
記録に用 た標本では顯著な個 變異を んど認められなかつ、た. 筆者の今回検

し得た標本はい i'れも:1しl、ft本島のものばかりで,  原産地である屋久島, 大林氏( '42)
の本・用積濱及び關氏 ('44) の 美大,f l・の標本は全く見る事力、出來なかった. 即ち鹿
兒島産(16 , Jul 3'41, Coll. M Ob、,ama; l9 , Jun 27'41, Coll. 「juin, 19 , Jun 3'39, Coll,
M. S‘_11;19 Ma、,29, 40) , 鹿兒島附近Shibistn産 (19 , Jul.11'40, Coll. H. Miyasaki).
m_R母ll l 産 (19 , Jun. 22'41,1 9 不明) の七,頭である. 九・J・日本,島からは新しい記S・ ｮ
ある. -iL州本島産の本種の體長は8 - 9mmの施園に入る. (Type,8mn'. )

f大林氏が (-,AL「・01S氏の採集品により本組を戦演から言1コ録され n ko.1imai を synonym
とされたのは n.1(ojimai が Mo1orchus のものであり a 演がその Type Loalityである處
から左機取報はれたものと考へ られ・る・ 本f flは從つて目トの産本州には産:しないものと考へる
のが程営であら 'i . 又關氏の記きれた 長6.6mmは本種のものとしては異常に小型の點で注意を
ひき記強によって も:其の形熊に多0の相異點を認めてa::, る・
附認 他に 時描治氏〔赴の世界,4 (11/12) ,P ie (1941) 〕が辞馬縣法師温泉から本 のも
のを報告 されて るが, 記載を伴はず, その な極名を列定することが出來ず一無・割愛した.

f l
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糞 蟲 覺、 書 (II )
中 根 猛 彦

Notes on t、、,,l coprophagous Coleoptera of J,i n (2)
By Takehiko Nakane

セマタ'ラ・マグソー・カネの學名について
On t he specific name of 'Aphodius variabills ,Kate' 1933.

sl ' '
力n藤正世氏が原色日本jヒ最圖鑑8 に 'セマダラマグソコガネ f lphodius variabilis

-  Waterhouse' の名の下に phodiusの l 種を圖示されてから, 多くの地方i 誌に

- この名が用 られてきた-. 叉,  そ 後に三輪・ 中條兩氏が日本産軸翅 目分類目ｽ・
--金 子鐵科の中でF'、. variabilis、、'aterh. なるものがR nigrotessellatus1、IOtSC1、ulSky
のシノームであることを明示されてから,  この學名を使・用した 日録もみられて

.  b る.  しかし' 'r: ら, 力11藤氏の圖示されたものは一見似ては るが決してRPho'iiuS
、,ariabilis Watcr1、. =F、.nigrotessellatus Motsch. ではなくして, ・全然別種の R・ob-
soleteguttatus 、、'ater1,. であること力、野村鎭氏及び筆等の調査によつ'て半1]明してi;l
る. 新しい国鑑の出版力'困 な現在, 既チ!Jの圖説:類の誤を訂正して之を活用するこ
とは最も現 に即した方法ti と思はれるので,  ここにこの種及び眞のF、・ nl9roteSs-
e 'atus を,圖識してお・きたいと.思-f、 .

ptlodius obsoleteguttatus、、'aterhousoセマダラマグソコカ' ネ ( ウス:モンマグソ
コガネ) (Fig. l )

Rphodilus obsoletegut tatus, Waterh., Tr ent. Soc. tond i87), p86.
R. (Volinus) obsoleteguttatus, Ad. Schfnidt, 、.Arch f. Naturg. 79_、.11, p. l4S ; - ,

Das Tierreich 45, Api1odiinae,1922, p.178; 中根, 昆虫世界411,1944,p.15
上翅側方が光 を欠くことにょつて明かな種である. 黑色, 上 は :i;・i, 側部は
前方幅廣くnit・色, 端へ向 淡赤??i色を品する. 頭部は中央弱く隆まり, 密に組く

點刻され, 額會合部はかすかな 3 諡Nを具へる.  頭幅は中央 入し, 兩側は圓まる.
_ /

l

〔足a學評 , Vol. I, No.1, l948〕
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l l

頬は限よ・ り側方、、張出す. 1 ﾔl fは前方へ弱く回まって まり,, ll'面に於ても密に
り大きくない點-.ﾀl fを装 , 後frJは鈍い. 小 板は明かに聚l,械llされる.  上翅は側方に

於て短毛を装 , 細く條刻され, 條刻上の點alは問室の続部を使してbる. 間室は

◆ . 用 , 明かfこ點刻され イ u方tこ 密で

. R くなり, 構被状になって る. n青色故の配
置は次の通りて;ある.第2.間室に2紋: 中央前・

・ ・ ・ ・
'

L ;
義基 後にあ , 第3間室に :基部近くと第2間室の
機建ii n 紋と夫々 接してやや後方に各1紋, 第4間室に2
細通' 紋: 第3間室の2紋の少しく前方に, 第5間室

a 111紹要 に :・基部と第3間空の2紋と同位置・にあり, 中
' l 央のものは時に長くのびで目i後紋に近づく ' 111

望毒｣3細目.           , 紋は第6_ lei間室にまたがり. 1l j部を殘す. 第6
a '

間室では中央附近で一旦切れることが多い. 後
・ f付基跡は上端棘より長く, 又投く 2節よりも長

Flg.1. Aphodlus い. 本種の上 班紋は一部消失することがあり

obsoleteguttatus、、'aterh 時には背面中央の點紋が ど消失する場合も見

られる, 體長4mm. 内外. 分布一日本, 朝鮮, 支那・

F、phodius nigrotessellatus Motsclmlsky クロモンマグソコガ.;i (Fig 2, 3)
. Rphodius nigrotessellatus, Motsch.,  Bull. Soc. Moscou,39, 1,1866, p. l70 ; 、Vaterlt・,
Tr ent. Soc. Lend., 1875, p 91 ; Lewis, Ann. Mag. Nat. Hist. (6) xvi, IS95. p 90.

Rphodius variablis, 、、aterh., Tr ent. Soc. Lend., 1875, p 90.
aphodjus (Calaphodius) fundator Reitt., Verb. Ver. 111 limn,30,1892, p 230・ 、
Rphodius、 Rphodaulacus)nigrotessellatus, Ad. Schmidt; Arcl、 f. Naturg79, A l l,

19】3, p.146; - , Das Tierreich,45, Aphodii1ユae,1922, p, 200; 中根, 昆虫世界. ,48,1944,p・15・
體は長めで'.'興色. 頭部及びa?背の側線は淡色, 上超 は 細で・'P'・ 色の條紋 を有する・

頭部は明かに密に, 前方やや観度;f ' に點 さ:t1, 額會合線はかすかな隆起を具へる.
頭楯は幅廣く切斷.状で弱く密入する. 頼部は長、,、剛毛を具へ, 弱くf「Jをなして張出
す. E@背は後方幅廣く,  かなり密に明かに點刻され,  中央はたてに浦らかな線を有
する. 小柄板は疎に點刻される. 上通は條刻上に張い横位の點刻を具へ, 開室は弱
く隆まり, 通端前及び:側方に於てはより密に く離刻さオ1, 且毛を装.ふ. 斑紋は次

のように位置する. 第2開室に2紋: 中央, 前後に, 第3間室に2f文: 第2間室0)紋に接し
て, 第4間室に2紋: 第311追iの2紋の夫?:・ 直前に, 第5間室に2被: 基部、と第4間室後紋
に接してあり, 第6 - 8, 9開室にまたがりた2紋が 部より第5ド目5室後紋のあたりま
でのびる. その外側は濃粉色で翅端部までのび, 後方では淡概色を:'llする. 時に之
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等各の紋は消ク、したり, 又は第2, 3. ﾔ室の紋は合一する.  體下面はn' ;概色,  側方は
點刻され:'llを装.11. 後附節上端棘は附基節よりやや1「t1く, 後著は續く 2 画iを合した

'a'

11g3. Rplhodius nigrotesselIatus Motsch.
の上理斑紋の整化

と国n、同長. 雄: 前11、11111端 は先端へi細まらず二同
幅で, 端 di由 lする . l画 ii 'は側話 まり, 背面

は疎にや 細か、點刻され. 中ll'、19、i下端
1'、lg・2・ RPhodius め◆gj,j_く, 先端は鈍い. 雌;  前ll'1、?j1棘は尖り,

nl9「oteSSe1latuS IOtSCh・  o lj@j fは側方はかなり密に中様度に點刻され,  中
B,1jtfj端棘は尖る.  本概の上, 空班絞はかな 化がある. 體長・6mm・ 内外・ ・ 分布・  日

本,  朝解, 文那,   ト.ルキスタン ,  シベリヤ.
文献 : waterhouse,('.(). : On the l amellicorn ( 'ol l,tera of Japan・T「・. ent・ C・ l nd・

1875; lewis,(_, : On the1,amelllcorn coleoptera of ・J‘apan,and notice' of others, Ann・ Ma9・
Nat.1Ilst. (6).jcvl,18g5 ; schmidt 、d. : Das Tierreich, 45, APhodiinae,1922; 加藤正世: 分
類原色日本i-熬字､艦 .8,1933 ;中根猛彦:  費 .虫 ・'C  ( l)  虫世界,4S,1914・

天 牛 の 研 究

大 林 - 夫

Studies of I -1gicornia. By ]、azuo Ohbayashi
1. 「、Iothorhina muricata Dalmau ケプカヒラタカミキリ  (新稱) (Pl・1, Fi9・5)
Dalman, schonh. '、yr?. Ins. I,3, App.1817, p.193 - Aurivi1lius, Col. ('at 39,1912 p.17 - Planet,

.EncycI. l nt. [「. Longic.1 rance,1921, p. 2. f 205.

體は光繰ある.;T1 關色, 全體に長毛を密生し職下面は稍淡色, f? ftJおよび は赤

〔足 評鯖i, Vol. I, No.1 ,1948〕
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色, 前ll的背版中央に赤概色の一紋を有し,- 小 板は黑色である. 頭部は報に點刻さ
'

、
、

'

れ, 限i美 近くまで前i胸に挿入されている. 複限は大きく前方に於て殆んど凹陷 ,

していない. f tlf」は複限前方で大 の基部後方に着生し, 着生部は相當離れ, 超鞘一
'

.

の半ばを僅に越すにす ない. 第一節は稍a e大し,  第二・節は第 Mai lの .二分の一で第

三節より僅に知ljr、. 第三節から第:11節まで1,?次長くなり, 、第.11節乃至第- t--tiljはほ
ぼ同長である. 前胸背板は中iiより通に長く , 前後織に向って められ. 前後線f「Jと
も国味を帶びる. 1?面兩側にャフ、リ目?110)隆起があり, 中央部はただ組に點刻され

.

點刻を欠く中央線力、僅に認められる. 小 板は三j「」形を1 薰ｷる iは前n的背板よ
り僅に幅成く , 兩側は んど平行し, 先端は幅ISIく'丸められる.- 不規則に點刻を密布 ・

.  し, 各三條の不明瞭な縱隆があり,  うち二條は背面に, 一條はxl l部の下から發して 0

'ltirlれも翅端近くで消失する. 各 節は tIa e大し , 各E' ﾍ市 節よ .短く , 各.附節の
第一節は他の節よりも長い. 體長8 mm. ● -

'

産地一19, ・山梨縣昇使峽X, 6:1940. 東野光治氏採集 .  -

_ 本種は中部お-ょて);北部 lこ分布し. Planet によれば野生のマツから採集され, ,
雄の J「」は MtlIsant,  Lacer(faireなどの學者により-に二節を持つと言われているが

' 、第-t-一節に附 物があると言われる. この記ilkに用いた標本はァ ;;bマツ Plnus _ '

/ '

densifiola の棚'皮下より採集されたもので日本から来記録であり, 隣接地帶からの

記鐵を欠く力、e解分布と考える'よりは將來アジア大陸からも發見される可能性を信
じたい. な:ts本種はただ_極をもつ_てj _屬を代表して:j、り, I、lothorhjna Redtenbacher
も勿論来記録でありケプカヒラタカミキリ屬と新器する. 本tl5は TribaF?seminiに属
し月semam の直後におかれている. -

◆

、
、

l

. 2.「、lecydalis (s.str ) hirayamai n.sp. ,

. 體は解か,?3赤褐色で, 限, 第一節を除く觸jf」全部, 第三乃至第11腹fijiは無
色, 後政先端の三分の一, -附節および;b的iの先端部はf?色を帶ぶ. 頭部i?は明瞭な

・

長識があり, 額Ji一は細密に點刻される. 額は組大に點刻され, 海Xは複限直徑の半分 ,

で 期板は扱く突出する. f9は第二渡節の先端に建し. 第三節は第一節または-第
:ti節より短く, 第四置11は非常に短く第.?i節の約二分の一, 第:成'ii乃至第・t-1111はほぼ 、

長, 第t一一節は第?「iifliより稍短く先端の尖,:・ている附 物が明らかに認められる _ .

前a的背板は幅より通に長く , 前綠は後線より性に111111狹く , 前線後方は幅f度く , .後
. 前方は深く維られ, 兩側中央部は頭く膨大する. l f面は隆起し縱 がある. 不規則
に大きな1點刻を密布し, ・背面には細點刻がある. 、光 は弱く一iii金色の細毛を兩側に
は密に, 背面には 一装う. 小師板は後機l、に.,i;金色毛が生えている. '?軸は前的背 .

板」:り稍長く , 基部の幅と同長である. 先端に向つ'て稍 めら-れ 先端は幅成く丸 .
'
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められている. 小事fl'版の後方, 縫合都上で稍国陷し, 背面に沿って機、 L1?陷してい
る. ?i部は に実出し, 通?先端に近く?ilj隆起する. 不規則に大きな點刻を密布し 、
金色の細かい長毛が生えている . 前1 ｩ背版 起は先端に-向って明瞭にｽ3 fがってい
る. 腹部は微細な點刻があり. 後 9f節の第一節は殘りの各節 合した二倍もあり

第二節は第三ailよりﾈi' i長い.  體長 26mlj' 、

産地一模式標本1 9 , 台 省井上温泉, .VI I, 13: 1938, 平!ll修次 氏採集 (平山
物館藏) '

本種は歐洲に産する「、lecydalis mater L・ に稍似るが全然異つた色:影を有し,  6 に
'・ .

於てなほより長い觸?1を有するこ.と により區別出來る. ,

3.Necydalis (s.str ) marginalis li.sl .  フチトリホソコパネカミキリ (新 )
6. 體は黑色で觸角, 額JI-, , 第一第二a X節は淡褐色乃至鮮:lf i ti,  第二 節

後1際, 中?支lj'1・節の先端部, .後a支腿節の先端 および lj'1'節 は.:? 色を帶び, 題輔'f) 兩側は
幅 .く赤ff,,色に系、、-取られている. 頭部には明瞭に長/; ・ﾍ、 り , zj  i -は があって

細い點刻を密布する. 額も細い點刻を密布し, 相は複限直 ｾの半分より明らかに短

く , . V似 ﾞ板は膨大して側方-、実出ずる 角は第一 直 s後系表に連し,  第三節は第一
色'11より稍一短く, 第fit駘lよりも明かに短い.  第四節は第三節より通に短、,  第・ h乃至
第一十節はほほ-同長で, 第 l -一節は第:f,節より知l く , ・附 物は不明瞭である. 前 背

板'は-ytt'l事,があり, 幅より ii'i長く , 前f?は後綠より手fl幅狭く , 前 後方は張くそして

深く, 後綠の前方は幅1,flく f''j深く維られる. 兩側は概く膨大し, 背面は隆起して維

識がある. 大きな點刻を密布し背面には細,l?多aが組にあ_る, 兩?ll および基部の総れ
の上に itt金色毛がある. 小幅板は-,;,'i金色毛で,覆われている. iは前成iN1販の幅と手It
等しく , 基部の幅と同長で, 先端.二向って補狭まり , 先端は幅成く丸められている・

・

.

小楯板後方の継合部_l二でN1'」 '国陷している力、背面に f管う四 は認められない. ノl i部は .
餘り実出せす-, 端内方は s1'」、降起し,  大きな點 \ 1] を密布し ・金色の細毛が生えて

いる . 後的は細ll?多Ilを稱布しt,t二? 色毛がfij、密に生えている. 腹部の點刻は微細で,
雄の第.-f l腹板はその全體の長さに於て深くまた非常に幅收く四陷し, 第四腹被は中
央に短い縦 ・が る . 纓̂支b付言1 1の第一節は第二第三節を合したよりも短 ｭ , 第
は第三節よりも明かに長い. 確豊長21・5 mm
産地一機式標本 I o , 米灘市花 Vn 7: l941 黑灘良彦氏探集 (平山 ・物館藏
本種は日本に産する  Necydalis giganteuS Kano・ に科'j似るが色影および體毛な
どによって明かに區別され,  第四第111腹節下面の四陷部の形,l大は歐洲に産する
Necydalis t」lmi olio、'rolat に酷似 している.

. 0

◆



喜界ヶ島産吉T蟲2 種に就いて

黑 澤 良 彦

一

過般大林一夫氏を通じ青山省i :氏が 美lit島喜界ヶ島にて採集された吉丁最2種
の御恵興を受けた. 私の知る限り喜界ヶ島から'q)吉「識の報告は全く無く, 又2 1並
共分布上注目すべき種類であるので此の機會に報告する. . ,

私の手許へ らされた標本は次の2観一eある. .

parat ys hederae Satnder.i, 1873 ミスヂケシタマムシ (I)J・ l, Fi9・6)
paratrachys hederae saunders, Jo1lrn. I,inn . Zool., London, XI, P 523 (1873)
Trachys hypocrita Fairmaire, Ann. Soc. llht. France,p349 (1888) .

佛印のトンキンから記ll表された P hypocrita Fairmai「e, 1888 が異名になったの 、

で本睡;i)分布も一 日本 (本州, 九州), トンキンとなった. 然し九州では?富岡, 天

革, 鹿兒島等の産地が知られて居るにも拘ら一;二, 九?l とトンキンとの間の産地が皆・
目知られて居ない. 從つて d表諸島は勿論 球列島全般からも本観の記録が無く ,
之が流 列島に於ける最初の記録である. 台灣や南支那から本種が記鑑されるのも
そう速い將來ではあるまい. 喜界ヶ島産は次の1 頭である.

16 , 喜界ヶ島(8. 、「「. l935, 育山省三探集) 此の標本は私の手許にある:1し州 岡市

にて白水隆氏力、採集され-t1,20 餘頭の標本の何れよりも小型で體長2・7mm (1“lf岡産 .
は3. l ~4.0mm) を算するに過き' ないが其他の“點 に於いては何等 著は差異がなし、・

coraeb hastanus obe huri I・owls, l8 '

ミ ド リナカポソタ マムシ

coraebus oberthuri Lewis, Ann. Mag. :Nat.. ] iist., (6),VII「,p・335 (1896)・
本種は從來ｻj球,  台潤に-産するものをセラ から記i成されたC E baiul uS i「

Deyrolle, 1864 に同定され又一方 美大島にはヒマラヤから記1 ・されたC ・  hasta
Castelnau & Gor,r, l841 とbajulusの兩種が産しC.oberthuri Le、、iS,1896 は後者
の異名として取扱はれて來た. :Ji後baiulus はhastanasの異名に過きなi、事が明,
かになり, .台灘から::電i美大島まで!1fli一種hastanusのみ力、分布するものとされ琉球
のも台灣の も何等區別される所が;なかった. 所が最近The「yは琉球産Cの個體カー翅
端の判られ方に於いて の llastanus と異ると云.i、ので oho「thu「i をhaStanuS の

亜種として復:活・した'. 此のTheryの識は琉球産の多数個l將 i:見てないらしく承服
出來 もあるが, 八重山群島よりﾒ6美群島に亘る琉球列島産の個體は台灣産のも
のに比べて,   (1) 翅 afは著しく金機色を帶び1重色又は青綠色 しない.  (2) 翅

〔見a學學評識, Vol. I, :No・1,194S〕



一
端 割れは.著しく 銀い. 等の差異を見出し得るから台灣産の個體力、原型よ り區別さ
れない限りやはり Thor.,' に從つて i球列島のものを亜観とし 區別するのか妥當

であらう . 、

本極の分布は 美排島が最北で之よ り以北には及んで居ない.
喜界ヶ島産は次の2頭であるが前種.に似て他の 球列島産. (體長11. l・--・l2. 6mm)
に比べると雄は著しく小型 (體長9.8~ l l,3mn) であ る. -

l 6 , 19 , 喜界ヶ島 (6. V. l935, 青山省三探 )
f j終'りに臨み貴重な程'i本の御恵興に與 た大林一夫氏に J7- く御llo  中上ると共に採
者青山省三氏にも併せて深く敬意を表一;iる次第である. . ,

通記一本稿脱稍後九州大學麗學部見 學教室へ新に寄f日 された・fgi美大島産_?il a標本中に
ParatrachyS nederae S'unci. を2 類 詳・細な産地及び日附不明) 見出した. 之れで 美本

島にも確實に本 が産することが明かになったわけである.

日本産天牛類の研究史 (豫報)
大 林 - - 夫

日本の天牛類は1187年に瑞典のIla.物學者 T'hint 1erg によって研究されたのを最初に1800年
代に西歐の1111.門家たちの手で大半は研 され前重系づけられ?こ. 1900 '1代に入って ,fia足的研'究と
ともに ( ,我が国に於ても研l ・ﾌ手がっけられ,  近々 20年間に他の.f'-1最部門に比を見ないほど
多くの研'究家たちによって研 され, 日本の:X、牛類の知識は長足の -進歩を送 'げてぃる.  しかし研
究上不可快の基本標本の多くは外園にあって容易に實見すること:が出來ず, 文献の入手lこも一一
方ならぬ書勞を要する我が國の;伏態から先 の業 を無視し, 濁善的な研,t内容をもつ報告の
現れてa:) るのは甚だ選「??である・ 筆者は岡本半次 1?士の.御指導のもとに天牛類の研 を始め

て以來, 文献の 集につとめてきたが, f・幸なる職爭はタi国文商?の入手を中紹せしめて久しく,
ま ことに不備不完であり, よく成一汎な日本産天牛類のaf多t史を:tiFき上け' るには足りないが, 豫報
として一應取まとめ, 同好の・i :の 考に供したいとともに iii先 の御9t正を仲 度いと思ふ.
◆l787 (XII,19、; Thunberg, Carol. Pet. : . Mu-etlm NaturaIium A eademiae l「psaliensis.
「)issertatio, .Pars4, pp44-58, pl ref. p57, notate, fig3. - ここに現れたSaperda japonjca
なる種類が日,, 本で最初の天ll一であり, So破は“Lutea thorace immaculate, capite antennis elytri・que
eXCepta l、aei nl9ris.'' と至 簡単なものである. 附圖は翻 の先端だけが黑'くなってa::1 る. これ

では全然記i!flと圖が合致しない. これ・0、 Dalman(1817、によって の Sapedra fricatorの下
に質間的に かれ, 更にこれらは (-,emn、inger , l-「arold (1868 -1876)によって「iupserha属
の中に合め, Kraatz (1879) はBate◆sの chorea marginella (1878) と同じものだろ とし

(是 學評論, Vol. 「, No.1 ,1948〕
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属を l'lllpserha (?)  に移した ( この變選は Kraatr・ に依る) _ .  ところが liatesは chorea
japon ica ( l873) といふ翻を發表して るの_で Thunbergの jaboniCa が ch orea に入る
とすれば その名前を先取されるので 0. niponensis (IS ) と新 を附し Thunberg、の言E -

は不充分で 時の天牛研 者から 'li tの:極は omit さ :t1 Munich ('ataiogl、e にも出てないときめ
つけた. Junk の Col (lat., -天牛科を擔常した tclekholmのAuriv加itl。 (11023)は TIMnberg
の japonica もJlatesの japonica,  nlponensis も 一のものとし, T11unberg の原圖につ・
いて(non fig) と識を入れた. TIMnllergし)?',本はUp?Iaに殘つてa? i, 'とのことであり, Auriv加its
ttどの天牛の大素であり(non fig) と.111 を入れるt:iどの自信があiしば同・ 一開内にある標本なら
一應再検 して るものと考えても良いのではなかろ か. ,??戸にいた J. l i. A. 「.,evisが1iritish

、・
.

Museumへ送ったものが atesの japonicaの-l l?に一致す,00. japonica Tlunberg と同
'

-

定されていた・二 とは既に1準者.(1936) が報し'た. ここまできて附圖は全然ないものとして原記

i成をもう一度議變みなおすと, 所Sﾝ  リン : f力ミ :t一、 Jは chorea  japonica.  Th,mber g-c,更いよ ,
に患 '5. これ以上疑間を持つなら type ・peel rf'onを調査する他はない. なお'1hunbergはStavenisse
號に来つてBataviaから長時へ1775年8月14 目に者いている. 時に33才. それから和蘭使師に從

、 ・

っ て紅JEiに 府し, 1776年12月3日に日本を表つている. 勿論この 0. japonicaは破自勇の操
集したものであろうし,  なお發禁になったまま入手し得ない:0・  山田珠湖部「ツンベルク'日本
行」 の中に地?iiに自 がある力ミキリ.f、シ CeralnbyX rubus  を採集したとい 認事があっ

たよ '5 に認憶する. 或はシロスチニカーキリのことではなかろ ')か.
- '

1841 ; CaStelnau et Gory : I Iiet. ;Nat. 「con. 「ns. Co】., p ie] , pI.xi.、-, fig. ]20. この報告は

未だ;入言iの機會を得ないが日本産として Clytus quinquefasciatusが記1職されたことが文献
上に現れてa::, る. 、 -

・ ・ , ・
・

'

- , ・ , ・ - -l844; Gueru' -Menevtl le◆ Icon. Regno r、nim. [ns. この報告も:表だ見る機會を得ずPurp ri-
cenus(Sternoplistes) temminckii(p 224), 0plophora (Callimat ion)siebo'dii( p 2381
の2極が日本よりi?,強されていることを7J、戸野氏の天牛日餘より逆引1: て承知 しいるに過 ない

, 1857; Thomson, M. James: Archi、,es lintomolpgi(lues ell Recuei1 Contcnantdes llluitntions
d' Insectes NoliA,eaux  off  Rares.  lome  T,  I、 p・1・i,  pl.  i ; Pari・. 本'.」1:の中でTet raoph thalmus
jaPOnicuS(p 51 ) とい‘5新極が日本かi記般された. しかしこオ1は後年(,ialnn( t rans. nnt Soc.
i・end., 1901, pp. 51 - i、2). はl l stathes に移し 「homsonの1,t本標本と1東南i、-ル,l'、-'r産の一變

1 -

種を調査研 した結果1'非構によ く.似ており, 基本標本は多分ポルネ i、かジヤパから來たもので
恐ら 日本から來たものではああまい. この標本のはかRStathesのどんな1fi海iも日本から認識
されていない″と述べ産地も日本を理;-fず疑間符だけをつけて, 日本に産することを否定してい

'
_

' /
る・ そp後多くの學者は本 - を日本 fal1naから 抹消してし 、たが, 水 野氏は氏の天牛目鎌中に

再び採用した・ しかし 者は本種のよう‘??特異な種類が日本から採集されたことは一度も見開
したことがない・ 正確な差ﾚ,会条が現れる、ま._で一一應除外するのを素営と思5  

1857(1,1); MotSchtllSky, Victor de: In cetes dtl .iapon, .Et、ides l・htomoIogiques,vi, pp
25~41, .ref. pp 36~37.  この翻告は伊ii下国附近で (iaschke、、itchが.操集した見 中の甲



一a類について記載したもので,  天牛は Prionus insularis ( 9 ) ( p. 36), Purpuricinus
spectabilis ( 9 ) (p 36) , Purpu1・icinus japanus ( 3 , 1 ) (p 37) の3新種が'書かれた.

1860(Xl,1); MotschuIsky,V de : Inseetes du Japon, enumeres, ,Etu t.1'?at., i'x, pp 4 ~ 39,

ref. p. 19. この 文ではCerostema glabripennis Met'chulskyを新に日本の falma に追
加した ( これは Bates (1873) によっても踏襲 されたが現在の特識では日本に産することは確

認されず,  日本に'  るものは近似: Melanauster ch inenSiS :Fo rster 、' a r maCu!ar ius
T1tomson(1865) であるから, 兩 を區別することなく混同したものと考へる. )なおCa1lidium
ruf ipenne (p. 19)を新極としてj目 し, Purpuricinus japanus, P. spectabilis, Prionus
insularis、の を再鎌した. ・

.  1861 ; MotschuIsky,V. ‘do: 「n-ectes dl1 Japon, enumeres(('ontinuation), 11tud. Ent., x,
pp3~24, ref. pp 20~21. 前11組文の追加としてStranga「Ia tenuicomis (p 20), Stenura
ochraceofasciata (p 21) の2新 を記 するとともにPrionus insulalis C(i ) …1,. 21 の

配職を行った・ -
.

1863; ChevroIat : (1ytides d'Asie et d Oceanic, Mom. Soc. Roy. c. ! ,lege, vii i, p 298.

Rnthoboscus iaponicusを記 されたこと、が-文献に現れているが未だ見一oことが出來ない.
、 1864~55 ; Thomson,J: '、vstemaCeraml1ycidarl1m. Liege (Mom. Soc. l-toy. Sc. Lieg xix )
の文献も見る機會を得ないがllraecha bimacul1lta( p. S:5), Fl'」laconotuS pachypeZoides

( p 99), cagosima sanguinoIenta (p '116) の3新屬3新 , Glenea galatheall).566)
、 の1新海が日本から記報されたよう11文献に出てぃる・

. 1866 ; Mot schuIsky, V do: (atalogue do,l- lncectee regus du Japon, I)tl11etin de IaSociete
jmp dos sciences nature11cs, Mo・cou,、'l xi , pt. 1, pp. l68~201.  ref. pp. 174~175. 既に自身
で記載したもの7極の再、姚-を行うとともに2 新種1 を言?,戦追加した. 既ち  Pr ionus insularus
( insularisの言,是植) (p. 174), Pu中uricinus j1ipanus (p. 174◆),  P. spectabilis・(p. 174)

caIlidium ruf ipenne (p. 174)及びCallidium albofasciatum (p. 174), Poaonocheru-
s granuIatus、p. 171,) の2新極を合めCerostema glabripennis (p. 175) , StrangaIia
tenuicomis (p. 175). Stenura cell l・aceofasciata(p. 17;l)の9種である.

1869; Lacordai re, Th. : l ronera dos(.olcopteree, l ':tris, ix', p 47. Sympiezocera japonica
が新翻 して かれたと文商蜿繧ﾅ知つてぃ にi過「ず, 入手出來ないでいる.-

Aurlv加jgsは .j unk の ( 01. Cat. (1912) で f iat の Phymatodes albicinctuS(1873)
を本種のsynonym とし, 組名をCallidiumからPhymatodesへ編 したため語Illを變化さ
せて albofasciatuSとし、t二. 水戸野 は日本天牛日餘(1940)で、「otschulsky の albofaSiatum
を Bates の a lb ic in ct us の synonym とし, Aurivi ll ius の a lbo fasciat uS を nomen nudum

として破 している . albofasciatumが lemony,、  として破:薬 されない以上逆に a lb i cin-

ctuSが synonym であり先取 は営然 Met'chulsl、v にあってシロー?' ピーlJミキリ ( シロ':,i- ピチ ll '
t ラ 力ミキ、J ) の學名はAuri、'i lIiusのjfjの如 (  PhymatodeS albofaSCiatuS Motschulsky
とするのが正しいと思 '5 . _

、 l o



一1871 ; P coo,-F. P. : 「、escriptions of no、l ( tenera.and Species of Longico,ns, including th'ee
new・Subfamilies,  Ann. Mag. Nat. ] list. (4) viii, pp 268-28】, pl. :xiii, ref. pp・. 277 -278.  この報
文中, 日本産,_ して對島から Arthur AdamsによってもたらされたScot inaugeS diphySiS
(p 277, pl. xiii, fig 4) を新属新種, 長時産の Pothyne silacea を新翻として計1新属 2新種
を配鑑した.

以上解読した ものが日本産天牛類の別期的研究を行った1873年の1 ates の研究以前の黎明期

の研究であ ll , 發表さ:tiた組識数は21種に すァo・がそれらの '5 ち 、ynonymが1種あるので做か
20種に過 ないことになる. これを現在の我々 の知識によって整理すると次の通りである・

Prionus insularis Motschulsky ノ コ キ' 、) -,'J ミ キリ '

St rangal ia tenuicornis Motsol、Isky ツマグ'ロハナカ ミキ、J -

Stenura ochraceofasciata Molschul ky - Strangalia ヨツスヂハナカ ミキリ

Sympiezocera japonica lacer、daire_ ,S anotus. japonicuSス カ ミ キ 、J

Callidium ruf ipenne MotsclMlsky ヒメス 力 ミ キ リ ・'

Callidium albofasciatum Motschlllsky -Phymatodes albofa:sciatus シ ロ◆;l ピカ ミ
'

キ、J
AnthoboScuS jap icuS (hevrolat・----Ch IorophoruS コ グ ロ ト ラカミキリ

CIytus quinquefasaatus Castelnau ot (lory-,Chlorophorus ヨツスヂトラカミキリ
Purpur icinus spectabilis Met'chulsl y--,Purpur icenus へリグロヘーカミキリ
Purpuricenus (Sternoplistes) temminck ii Gller in-Menevi1le - Purpuricenus -
Purpuricinus japanuS、le ・・ltu1' べ一 カミキ、J
-Cerosterna glabi,ipennis Motschulsl y ., !y、elanauster、ch inensis var. macularius

T homson -;;fマダ ,カミキリ  (の同定のll実 り) .
0p!ophora (Callimation) sieboldii (,l1erin-:、Ieneville Eupromus rubor 1)atman
ホシベ二カーミキ lJ

uraecha bimacu lata l hom on 1, ハー;,、 ヵ ミキリ

Scot inauges dipljysis Pasc 一一oechotypaハラアカコプカミキリ
Pogonochei,us granulatus 1、Iot・chuI-kyアレハダネジロカミキリ
ilulaconotu:s pacbypezoides thomson タテジマカミキ、J

'

Pothyne si lacea l)n 'coo シ ロ スヂド , ポソ力 キ、J 、
_                                            -

。
Glenea gaIathea Thomeo Mene:sia sulphura ta var. gala thea ャ ッキ ポシ アサ ヒ

カ ミ キ・リ -

cage:sima sanguinolenta T1、om・Ionハyノキカミキ リ
Saperda japonica lhunberg - 0b_re リ ン : f力ミキ ll

・

、 l
l

L

大 類 三、極 に 就・て

島 l政 夫

1. クチナカ' ヵ' ン・ポElephantomyia hokkaidenSiS Alennder
本種は江時f9・11 ( 日本i't虫画推p 201,1932) l?依ると「北海適の山地に響通なるも末だ他よ
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0拉見せら:i、lず」との である- 又最近同i??二よ り 「九州にもそれら Lいのが採れ f_事ある も北

海造のものと比較しな-いと確かにそれかど'iか9;llらない」  との御数示 を った・ 筆者は本年 (1
9 ;7) 8月21 目岐阜縣益国部秋1神高原で本翻の1 9 を採集する と一が出來たので本州に産す'るこ
とを報告する・

2. クチパシ力'カ' ンポ HeIiuS tenu iroSt riS Alexander
l

本秘も江時jig士 (loo. ci t. p.196) に依れば「北海通'のl」j地に産し又本州及び九州の!1J地にも
稀に發見せらるるも多からき'・る種なり」とある, 現在造に筆者の知れる提集は次の通りで本州に

ては廣く産し特に金華山には普通である, 岩手縣門馬viii -1, '31 (j好藤榮, 」t 'll界Vol・8, No・7_
6(1940) 石川藤自山13 . vii - 24, '47 (志津医三) 大阪府知面 16 ix -9, ' i7 (11者採集) 岐阜市
金準山53 . vi - 30, '・i「 (筆者採集) _ -

'
・

3. ウスモンカ'カ' ンポダマシ Tfici'ocera maCuliPen「l is t、Ieigen .

本觀は徳, i l ｬ士( 日本動物分類Vol . x,l'、as . ;yii ,  Noi l ,1939 ) によれば, 本州近設地方の平地
森林より知られ歐洲北米其他 e區の 冷の地にJ v通といわれる ・  M者 m - 14,1917, に岐

阜縣本基那一色付 ( 岐阜市郊外1 にて電'登に飛來せる1 9 を採集した, 尚、近識地方でl 普通の機
で華者の採集例は次の通、iで全部til l造に飛來したもの'l lある. 大 府 中市 1 I「「一26, ' i7. 同

1 II [ - 27, . ' i7. 大阪市' V浦.  111.  '
'

編輯後記一發チ1」の辭にかえて
平和立ちかえるの日,  ,?::れは?a明の敗職とい ') 嚴しい現 のもとではあっ fこt、, . 私た11'aの
好きな同人が集つてぉ互の研'n  を發表し う を持ちたいと思い, 發 の計盡を林君に・Ie:送
ったのは 職直後であった・  よ 'Sやく中根, 黒1 ・  三 .l差1君たちの原稿に私たち・の原稿を加え
これで創fl!號を出・さ ')と決意 したのは昨年の秋-ll,  それがまた今日ま一C延びてしまった.  しか
も出來上ったものは私た iの理想に通か及びもつかないものである. 色んな の雑l が̀出てぃ
るとき,  あえてこの雑證を するのは,  まだ-列らないことの多い日本の遇界へオリ1'ナ1Jデ
イを持った新しい事 を記銀して行き, 或いは古い認 を整理し, 1)、し-c- も多く最の.ことを- 一

般に知らせ, 私た tの智識の一歩前進に重献したいためであ一,;:,. . の好きな同 の雖提によリ

號を追 ')て充實したものにして行くつもりであり, ど ')か入會とともI、二研'' iの寄稍をお願いし,
あわせて離 c1について心隔てのない批列をお願いする  (  大 一夫)

、

0
aの好きな人は前 \でも

入會し, 寄猫できます. 中

込は大 に, 會 は實費

制, 機關誌は年2 回1愛行の
理定につき振ってIf ii, 入會の

上御研究を御發表願います

昭和二 t-三年四月=十五日印刷
昭和:二二.十三年四月=十八日發行

編 大 岐一章市千石町一ノ [一五 大林一夫
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